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〔目的〕

一血液ガス動態，代謝性変動からみた適正潅流量に関する

実験的検討-

(主査)
教授川島康生
(副査)
教授中馬一郎教授吉矢生人

論文内容の要旨

低体温法は11日心術の有用な補助手段であり，現在は単純超低体温法，あるいは体外循環併用超低体

温法が広く行なわれている。

完全循環停止を行なうこれらの方法では，その許容時間に制約があり，また!Iì再開害の発生はこれら

の方法の重大な合併症である。そこでこれらの欠点を取り除いた開心術補助子段として超低体温体外

循環 (DHCPB) が用いられるようになってきた。しかしその適正潅流条件はいまだ明らかではなし )0

DHCPBでは酸素消費量 (Vo2 ) の低下にともない潅流量の減量が可能と考えられる。既に著者ら

は20
0

C DHCPB における最大酸素摂取を充たす潅流量は60me/kQ /min以上て:、あり ， 30me /kg /min以下

の潅流量にむいては V0 2 は有意に低下している事を報告した口即ち，このような海流泣でDHCPB を

行なうと， '1:体では hypoxia が進行し酸素負債が発生する可能性がある。

本研究にむいては実験的に 4 時間にわたる 20
0

C DHCPB を種々の潅流量で行ない，その問，及び復

温過程の血液ガス動態，代謝性変動を検討した。また， 200C DHCPBの適正海流 i止を求める事を目的

とした。

〔方法ならびに成績〕

雑種成犬30頭を用いて pentobarbital 30mg/kg を静注し麻酔導入。その後氷冷による表面冷却を30

℃迄行ない，更にj主流量90me/kg /min で、20
0

C迄中心冷却を行なった。体内各部の温度が20
0

C に平衡し

た後，潅流量を減量して 4 時間のDHCPB を行ない，その後再び、潅流量90me/kQ /minで常温迄中心加

温を行なった。



20
0

C DHCPB中の潅流量により次の 3 群に分け実験を行なった。

I 群: 60ml/kg /min (10頭)， II 群: 30ml/同 /min (9 頭) , 皿群: 15mi /kg /min (11頭)。

1 .動脈血酸素飽和度 Sa02 は DHCPB中99%以上の値が維持された。 SV02 は I 群では96. 7~96.9 ， 

H 群では88.0~89.9，皿群では74.1~77.2%であった。復温開始後， SV02 は一旦上昇するが体温

の上昇にともない次第に低下した。

2. 全身酸素消費量V0 2 は DHCPB中 I 群では1.04 ~ 1. 12 , II 群では0.86~ 0.88 皿群では O. 70~0. 72 

ml/kg /min とほぼ一定の値が維持された。また各群聞のV0 2 には有意な差が認められた (p< 0.001) 。

復温開始後早期では II ，皿群の V0 2 は I 群のそれに比し有意に高値を示し，更に体温の上昇にもか

かわらず一旦V02 は有意に減少した。復温開始後20分以降は各群のV02 は増加が持続したが，有意

差は認められなかった。

3. 動脈血炭醍ガス分圧 PaC02 は DHCPB中各群ともほぼ40mmHg 台の値が維持されていた。復温開

始後半期には II ，皿群の PaC02 は I 群のそれに比し有意に高値を示した (pく 0.01 ， p<O.OO1)。

4. 全身炭酸ガス排;世量VC02 は DHCPBI!I各群問に有意去を Iitめなかったが， Wil品開始後早期には

II ，皿群のVC02 は I 群のそれに比し有意に高値を示した。復温開始後20分以降は，各群の VC02 に

は有意差は認められなかった。

5. base excess (BE) は DHCPB中各群とも有意に低下するがゆく 0.001) ， II ，旧群のBEは DHC

PB120分以降は， 1 群のそれに比し有意に低値を示した (pく 0.05 ， p<O.01) 。復温開始後30分で

は各群とも BEの改善が認められたが，田群のそれは有意な改善ではなかった。

6. 乳酸は中心冷却時，各群とも急上昇した。また， DHCPB中潅流量の小なる群ほど増加傾向は大

で，復温開始後もその差は持続した。

7 . excess lacta te (XL) は乳酸同様中心冷却時最大の増加を示した。

DHCPB中 I 群の XLは有意に減少を示したが (pく 0.01) ， II ，田群のそれは殆んど変動が認め

られなかった。復温開始後各群とも XLの改苦ーが認められた。 1 ， II 群のそれは有意な改善であっ

たが，皿群の XL は I 群のそれに比してなむ高値を示した (pく 0.01) 口

〔総指〕

1) DHCPB中の V0 2 には各群聞に有意な差が認められた (p< 0.001) 。

2) II ，田群にむいては復温開始後早期に DHCPBI~l の V02 の差に対応する酸素負債の存在を示唆す

る V02 の有意な変動が認められた。この変動は皿群においてより著明であった。

3) DHCPB中の VC02 には各群聞に有意差を認めなかったが，復温開始後早期には II ，皿群の VC02

は I 群の VC02 に比し有意に高値を示していた (pく 0.001 ， pく 0.05) 。

4) 1 群においては DHCPB中， pH, BE等酸塩基平衡，乳酸， XL等，代謝面の変動は他群に比し

軽度で，復温時にはより良好な改善傾向が認められた。

5) これら血液ガス動態，代謝性変動から I 群では DHCPB 中，充分好気的代謝が行なわれており，

測定された V02 は生体の酸素需要と一致していると考えられた。

6) 以上の成績より， 200C DHCPB を行なった 3 群の潅流量のうち，血液ガス動態，代謝面の変動か

q
d
 

口
δ



らみた適正潅流量は60mi/kg /min と考えられた。

論文の審査結果の要旨

本論文は実験犬を用いて20
0

C超低体温体外循環を種々の潅流量で行ない，体外循環中，及び復温過

程における血液ガス動態，代謝性変動と潅流量との関連を実験的に検討し，超低体温体外循環を安全

に実施するための適正潅流量を明らかにしたものである。この成果は，最近広く行なわれるようにな

った超低体温体外循環に応用され その安全性の向上に寄与するものと考えられる。

一184-




